　「The Black Arrow」訳本

　「The Black Arrow Part I」

　「黒い矢」第一部
　Gorgic Guine著作
　夏期邸宅の手伝い小姓としてWodaの女公爵から雇われた時には、まだ私は若かった。称号の在る貴族に接した経験は、その日までには極く限られていた。Eldenrootでは、多くの豪商、貿易商、外交官、それに役人たちが肩で風を切って明からさまに邸宅の生活を楽しんでみせていたけれど、私の親戚たちは彼らのような社交グループとは何の接点も持っていなかったのである。
　私が成年に達した時には、私の家族には新しく参入できる仕事は残されていなかった。しかし、従兄弟の言によれば、街から離れた地所で召使を必要としているというのだ。そこは余りにも辺鄙な場所であるので、さして志願者も多くは無いように思われた。五日間かけてValenwoodの密林地帯に赴くと、私の進む方向から騎馬の一群が視界に飛び込んできた。彼らは、三人の男性Bosmer、一人の女性Bosmer、二人の女性Breton、そして、一人のDunmer男性。冒険者の身なりである。
　「あなたもMolivaに行くの？」自己紹介を済ませた後に、Prolyssa、女性Bretonの一人が尋ねる。
　「それは分からないな」私は答える。「Woda公のところで家内仕事を探そうと思っているんだけど」
　「公爵の屋敷の門まで連れて行ってやろう」そうDunmerのMissun Akinは言うと、私を自分の馬へと引き上げた。「だけど、こうしてMoliva帰りの学生にエスコートして貰ったって、Woda公には言わない方が良いぞ。本当に雇って貰って欲しかったらな」
　馬に揺られながらAkinは身の上話を始めた。彼によれば、Molivaは女公爵の地所に隣接する村であり、そこには、素晴らしい腕前の有名な弓の使い手が長い軍隊生活を引退して暮らしているそうだ。そのHiomasteは、隠居の身ながらも、彼の弓術を学ぼうとする学生たちに薫陶を授け始めた。そうする内に、この偉大なる教師の話は広がって、更に多くの学生が名人から教えを請わんと訪れるようになったのである。その女性Bretonたちは、High Rockの西方から遣って来ていた。Akin自身は、Morrowindの大火山の付近に在る故郷を離れて大陸を越えて遣って来ていた。その故郷から持ってきたという黒檀製〔ebony〕の矢を私に見せてくれた。これほど黒一色であるものを、それまで私は見たことが無かった。

「聞いた話だけど」Kopale、男性Bosmerの一人が切り出す。「Woda公は帝国の爵位を受けているけど、帝国が成立する前からもう、この辺に彼女の一族は住んでいたそうだね。だから、このValenwoodの民衆とも親しいと思うだろう？　まったくの見当違いだね。彼女は村を見下してるし、大概の教育の場もね」

「思うに、このジャングルの中の交通でさえ支配しようと思ってるでしょうね」Prolyssaは笑ってみせる。

　ありがたく情報を受け取りながらも、その心の狭い女公爵との初めての接見に、いや恐怖は増すばかりである。木々の間から姿を見せた、その邸宅を初めて見た時にも決して恐怖が和らぐことはなかった。

　かつてValenwoodで見た建物の、その何れとも違っている。その巨大な邸宅は石と鉄から組み上げられて、巨獣のアギトのように尖らせた胸壁が並んでいる。邸宅の周辺に生えていたであろう木々は、そのほとんどが久しい以前に切り倒されてしまっている。私が想像できるのは、その当時のBosmer農民から引き起こされた憤慨のみ。彼ら農民を恐れているならば、最初から、そのようなことは在り得ないのである。その木々に代わって円状に広がっているのは灰緑色の堀であり、それは邸宅を取り囲んで完全な人工の島を形作っている。そのような景観をHigh Rockや帝国領からのタペストリーで見たことは在るけれど、故郷では決してお目に掛かれるものではなかったのである。
「そこの門のところに衛兵が居るだろうから、ここで、お別れだな」そう言ってAkinは馬を路傍に止めた。「俺たちと関わって、その仕事がダメになっちまわなければ良いんだがね」
私は仲間に礼を言うと、弓の習得が上手くいくように幸運を願った。彼らは馬に乗り込んで、私は徒歩に戻った。数分ほど歩いていると、正面に門が見えてきた。よくよくと見れば、入念に美しく刈り込まれた背丈のある垣根が、その門に連なっているのである。私が家内仕事を求めているのだと知ると、その門番は通行を許可して、広々とした芝生を横切り向こうの衛兵に合図を送ってくれた。そうして、堀に跳ね橋が掛かって向こう岸に渡れたのである。
　そこには、警備のための最後の手段が講じられていた。つまり、正門である。その上にはWoda公の巨大な鉄製の紋章が掛けられており、更に鉄片で強化されており、そして、黄金色の鍵穴が一つだけ開いている。傍に立っていた衛兵が正門の錠を開けると、灰色の石材で組み上げられた、陰鬱かつ巨大な邸宅の内部へと私を招き入れたのである。
　女公爵は、客間で私と挨拶を交わした。その外見は爬虫類のように痩せて皺が寄っており、彼女は赤いシンプルなガウンに身を包んでいる。決して微笑を零すような人種でないのは明白である。私との接見は一つの単純な質問から成っていた。
　「帝国貴族のところで働くような年若い小姓について、あなた何か御存知で居らして？」彼女の声は、まるで古びた革のようであった。
　「いいえ、御前」
　「よろしい。今まで、どんな召使も自分に何が必要とされているか理解していませんでした。とくに、そのようなことを知っていると思い込んでいる連中は気に食わないものです。ええ、あなたを雇うことにしましょう」

　邸宅での生活は楽しくないものではあったが、若年の小姓の仕事はさして多くはなかった。公爵の見ていないところでは、ほとんど毎日、私にすべきことは無かったのである。そんな時には、たいてい、２マイルの道を下ってMolivaへと足を運んでいた。多くの場合には、Valenwoodの他の数千の同じような村々と同様に、そこで何か特別で異常なことが起きるものではない。しかし、Hiomaste師匠の弓術学校の傍に在る丘の中腹で、しばしば昼食を広げて練習を眺めていたものである。
　ときどき、その後でProlyssaとAkinに会うことがあった。Akinとの話題は、滅多に弓のことから逸れるものではなかった。とても彼のことを好いていたけれど、しかし、Prolyssaの方が更に聞き手を魅了するものであるように思われた。それは、彼女が美しいBretonであるからだけではなく、弓術の他にも関心を持ってくれていたからでもあった。
　「High Rockにはサーカスが在ってね、Quillサーカスっていうんだけど、子供の頃に見たことがあるの」森の中を歩いている時に彼女が話してくれた。「誰に聞いても、ずっと演っているって言うわ。出来れば、あなたも観てみると良いよ。芝居に余興に、それに何より、アクロバットと弓術の披露ね。弓のは、あなたも見たことあるでしょう？　いつか上達したら、あの人たちと一緒に出演すること、それが私の夢なの」
　「でも、その“いつか”をどうやって知るのさ？」私は尋ねる。
　Prolyssaは答えない。彼女の方を振り向くと姿が消えている。うろたえて周りを見ていると、木の上から彼女の笑い声が降ってきた。ニッコリと笑って枝に腰かけていたのである。
　「弓術師じゃなくて、きっとアクロバットの団員ね。私が参加するなら」彼女は言う。「さもなきゃ、その両方。このValenwoodで披露することになるかもね。この森には、見習うべき偉大なる教師殿が居らっしゃるわよ。そう、エテ公たちね」
そう言うと、体を屈めてから、左足を踏ん張らせて右の方に飛び跳ねてみせる。瞬く間に、彼女の体は別の枝の上にあった。これ以上、Prolyssaと会話を続けるのは危険に思われた。
　「Imga〔猿人の姿の魔物〕のこと？」どもりながら私は言葉を吐き出す。「そんなに高いところで緊張しないの？」
　「陳腐だけどね」彼女は返す。「高い枝へジャンプする時に、でも、コツは下を見ないこと」
　「降りてきてくれないかい？」
　「いずれね」いまや見晴らしの良い３０フィートの高みで、バランスを取りながら両腕を広げて、か細い枝に腰を下ろしている。道の向こう側に辛うじて見える門の方を手で示してみせる。「この木から、あなたの仕事場に手が付きそうよ」
　彼女が枝から身を投げた時にはハッと息を呑んだけれど、そうして少しだけ膝を曲げると宙返りでもって着地してみせたのである。彼女の言うように、それは全くの芸である。彼女の才能が開花する前に私は未来を思い描く。君ならQuillサーカスで素晴らしいアトラクションを披露できるよ、そう請け合ったのである。もちろん、今では分かっている。その日は決して訪れないことを。
その日は、覚えているけれど、早めに邸宅の方に戻らねばならなかった。珍しく、やらなければならない雑事が在ったのである。女公爵に客の在る時には、私は邸宅に居ることになっている。言うまでもなく、私に取り立てて仕事は無く、ジロジロと見られながら食堂で立っていなければならない。執事とメイドが慌しく食事を運んで行っては、それから皿を洗ったりしている中で、小姓なんていうものは形式ばったお飾りに過ぎないのである。
　しかし、少なくとも私は、その来るべきドラマの観客に他ならなかったのである。
「The Black Arrow Part Ⅱ」

「黒い矢」第二部

Gorgic Guine著作
　私の従事していた最後の晩餐会には、何とも驚くべきことに、Moliva村長 とHiomaste師が他の客と共に招かれていたのである。召使たちは噂話に夢中である。その村長の訪問は、非常に稀ではあるが、以前にも無いことは無かった。しかし、Hiomaste師の出席は考えられないことである。こうして手懐けて何を考えているのだろう？　――このように、噂話は咲き乱れていたのである。
　他の会食に比べれば些か冷たい慇懃さが在ったけれど、晩餐会そのものは滞りなく首尾よく進んでいた。Hiomasteも女公爵も、口数は共に非常に少ない。皇帝Pelagius四世に新しく生まれた息子にして後継者であるUrielについて、その場の一同に議論を仕掛けてみようとした村長であったが、その試みは人々の興味を余り惹かず失敗に終わってしまう。すると、Villea卿夫人――年老いてはいるけれど、妹の女公爵よりも快活である――が、Eldenrootでの犯罪とスキャンダルとについて話の水を差し向けた。
　「わたくし、今は何年も情勢が悪くなっているから、Eldenrootから離れるようVilleaに言いましたの」村長と目が会って女公爵は言った。「つい最近もMoliva Hillに彼女の邸宅を建てられないか、そのことを話し合ったばかりですわ。でも、御存知の通り、あそこはスペースが足りないでしょう？　だけど、運よく、良いところを見つけましたの。ここから数日間ばかり西の方に行くと在る川岸の広い野原で、本当に理想的ですのよ」
　「それは非常に結構ですね」村長は微笑むとVillea卿夫人の方に顔を向ける。「それで、奥様は建設を始められますのかな？」
　「その野原にあなたの街が移された、ちょうど、その日からね」Woda公は言葉を返す。
　ジョークではないかと、村長は彼女の顔を覗き込む。しかし、そうでないのは明白である。
　「川岸に村を移したら、どれだけ商益が上がるか考えて御覧なさい」陽気にVillea卿夫人は言ってみせる。「それに、Hiomaste師の学生たちも、その素晴らしい学校に通い易くなるでしょう？　みんなに益が在るんですのよ。そうすれば、妹の土地を勝手に踏み荒らす者達も少なくなって心も安らかになるでしょうね」
　「今だって、そのような不逞の輩は居ませんよ、御前」Hiomasteは顔を顰めてみせる。「このジャングルはあなたの支配地ではありませんし、そうなることも無いでしょう。村人が土地を出て行くのに説得されるかどうか、それは私には分かりません。しかし、私の学校が移ることは無いでしょうよ」
　それから、晩餐会が和やかな調子に戻ることは決して無かった。Hiomasteと村長が中座を申し出ると一同は客間に酒を求めて足を運んで、そこで仕事を果たすべき私が呼ばれることは無かった。その夜は、壁越しに笑い声の漏れ聞こえてくることは無かったのである。
　翌日、その夜の夕食の計画を立てねばならなかったけれど、いつものように私はMolivaへと足を運ぼうとしていた。しかし、跳ね橋に差し掛かる前に、衛兵が私を連れ戻して言った。「何処に行くんだ、Gorgic？　まさか村じゃないだろうな？」
　「何故です？」
　彼は彼方に立ち昇る煙を指してみせる。「今朝はやくに火が上がってな、今でも燃えてるんだ。火元がHiomaste学校なのは明らかだよ。山賊の連中の仕業のようだね」

　「Stendarr〔慈悲の神〕よ！」私は叫んだ。「学生は大丈夫なんですか？」
　「誰も分からんよ。まあ、生き残ってたら奇跡だろうな。夜も遅くて、ほとんど、みんな寝入ってたからね。もう師匠の死体は、というか“そうだったもの”は見つかったそうだよ。それに、君の友達の娘のProlyssaのも」
　その日はショックの中で時を過ごしていた。そんなことは在り得ない、そう直観は告げている。あの二人の老貴族、Villea卿夫人とWoda公が村と学校に苛立って、それらを灰燼に帰そうと企んだのであるということは。その夜の夕食では、あたかも大したニュースではないかのように、Molivaでの火災について極めて軽く触れるだけであった。しかし、私は初めて女公爵の微笑を見たのである。その微笑を、私は死ぬまで決して忘れないであろう。
　翌朝、私は村に行くことを心に決めた。生き残っている人々に何か助力を与えられないか、それを知ろうと思ったのである。召使の詰所を抜けて豪華なロビーに差し掛かったところで、前の方から人々の群れの立てる音が聞こえてきた。そこでは、衛兵とほとんどの召使が揃っていて、玄関の中央に掛けられている女公爵の肖像画を指さしている。
　まさに肖像画の中の女公爵の心臓を、一本の黒檀製の矢が刺し貫いていたのである。
　すぐに私は感づいた。それは、私に見せてくれたMissun Akinの矢筒の矢の一本、彼の言によれば、Dagoth-Urの中心部で鍛え上げられた代物である。私の最初の反応は安堵であった。自分を邸宅まで乗せて行ってくれた親切なDunmerは、彼は火災を生き残っていたのだ。そして、第二の反応は、玄関に集まった一同が繰り返していた。あの無法者は、どうやって、衛兵を門を堀を、そして、分厚い鉄の正門を遣り過ごしたのだろう？
　やや私に遅れて遣って来た女公爵は、明らかに激怒している様子であった。優れた育ちの良さのお陰で、その蜘蛛の巣状の薄い眉根を上げてみせただけであったが。間髪を置かずに、召使の全員に新たな仕事を、つまり、常に邸宅の敷地を警備しているよう命令を下した。こうして、普段の仕事の代わりに、鼠の子の一匹も逃さないようなパトロールに私達は駆り出されたのである。

翌朝、あの入念な警戒にも関わらず、女公爵の肖像画は新たな黒い矢によって刺し貫かれていたのである。
こんなことが一週間も続いた。いつもロビーには少なくとも一人の人間を置くようにしていたのだけれど、しかし、どういうわけか、ほんの一瞬だけ衛兵が目を離していた隙に、いつもの調子で矢は絵のところに発見されるのである。
パトロール隊員が不寝番の間に出遭った物音や不審な出来事を知らせるように、一連の複雑な合図が考案された。最初は、日中の不審な出来事の報告は城主が受け取るように、夜間のそれは衛兵隊長が受け取るように、取り決められた。しかし、夜に眠れないことに気づいた女公爵は、直接に彼女に情報を伝えるよう厳命したのである。
　邸宅の雰囲気は、陰鬱から悪夢へと変わっていった。一匹の蛇がのたくりながら堀を渡ろうものなら、Woda公は一目散に東の翼面〔左右に突き出ている城の部分〕に駈けて行って丹念に調べ上げる。一陣の突風が芝生に生える木々の一本の葉をざわめかせただけでも、それは同様の“緊急事態”であった。不運であるのは、偶然にも独りで邸宅の前を歩いていた冒険者たちである。彼らに何の罪も無いのは明白であるにも関わらず、あたかも戦争にぶち当たったかの如く思わせるような暴力が振るわれていたのである。ある意味では、それは事実であるけれど。
　そして、毎朝、彼女を嘲笑うかの如く、正面玄関に矢は突き立っていたのである。
　早朝の数時間、例の肖像画を警備するという、あの忌々しい仕事に私は駆り出されていた。また矢が見つからなければ良いのにと思いながら、その肖像画の正反対に置かれた椅子に腰掛けて、私は一秒でも脇見をしないように心がけていた。ずっと一つのものを眺め続けるという経験は在るだろうか？　それは奇妙な効果を生むものである。つまり、他の全ての感覚が消え失せるのだ。そういうわけで、部屋に駆け込んできた女公爵が私と肖像画の間に立ちはだかってみせた時には、とりわけ驚いたものであった。
　「門と道を挟んでいる木の陰から何か遣って来るのよ！」そう唸ると、私を脇にやって、黄金色の錠に鍵をガチャガチャとやり始める。
　彼女の体は狂気と興奮に震えて、鍵は上手いように入ってはくれない。手を貸そうと彼女の下に近づいた時には、すでに女公爵の目は鍵穴を注視して跪いていた。鍵は入ってくれたようである。
　まさに、その瞬間、矢は到達していた。ただし、それは決して肖像画まで届くものでは無かったけれど。
　実を言えば、それから数年後、Morrowindで貴族を楽しませている折にMissun Akinと会ったことがある。私が家内仕事の卑しい召使から、それなりに名の知られた吟遊詩人に出世していたことに、彼は感心を覚えていた。彼自身はAshlandに帰郷すると、あの老年のHiomaste師のように、引退して教師と狩人という単純な生活を送っていた。
　そこで、Villea卿夫人は街〔Eldenroot〕を去らないと決心したこと、そして、Molivaの村は再建されたこと、それらを伝え聞いたと私は彼に語った。それを聞いて彼は大層に喜んでくれたけれど、しかし、私が本当に知りたかったことを尋ねる糸口は見つけられなかった。こんな風に考えるのは馬鹿げていると思ったからである。つまり、あの夏の間の毎朝、門に対して道を挟んでいるProlyssaの木の陰から、門も芝生も堀も鍵穴も通り抜けるようにWoda公の肖像画へと矢を放って、そうして彼女自身に一撃を喰らわせたのではないか、そのような私の疑念が真実であると考えるのは。明らかに在り得ない。そして、私は問いを伏せておいた。
　その日の内に私達は別れたけれど、さよならと手を振りながら彼は言ってみせたのである。「Gorgic、元気にやってる姿が見れて嬉しかったよ。あの椅子を動かしといて何よりだったね」
